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平成 13年度 4，800 1，440 6，240 
平成 14年度 13，000 3，900 16，900 
平成 15年度 13，000 3，900 16，900 
平成 16年度 3，000 900 3，900 














































































に実施した(平成 7'"'-'9年度循環器病研究委託費)。また、 1999年(平成 11年)度










































































率はほぼ40%比達した。平成 15年度は、 6月から調査を開始し、年度末までに 150
人以上の調査を実施し、当初計画通り 300名の調査を終了した。また、ピッツパー
グ大学のKuller教授、 Sekikawa助教授に来日してもらい精度管理や研究成果の公
表についての会議を実施した。
(平成 16年度)
前年度、 10月に京都で開催された国際動脈硬化学会および3月にサンフランシ
スコで開催されたAHA循環器予防部会会議の折に、本研究の実施状況について報告
した。また、この機会にプロジェクトミーテイングを開催し、アメリカ側の主任研
究者、共同研究者と調査方法について詳細な打ち合わせを行った。これらを受けて、
新たな課題として浮上した日米の身体活動量の相違について、 7月からEBCT調査
終了者の一部について、運動量の調査を実施した。また、保存している血液検体の
解析を日本および米国で高度に標準化された方法で実施した。
(実際の調査対象者数、参加者数、分析結果等は次章以降を参照のこと)
【人権保護およびデータ管理における配慮】
(1 )研究対象者の募集と参加の自由
本研究は住民基本台帳法を道守して実施され、住民基本台帳より無作為に抽出した
K市市民に対して、手紙および電話によって研究参加者を募集した。その際、十分
に研究の意義と参加による利益、不利益について説明し、参加の意思が得られた対
象者に対して、後日研究参加のため滋賀医科大学病院へ来院してもらうようにした。
また、その際に署名によるインフォームド・コンセントを得た。
(2)データ管理とフ。ライパシー保護
検査データは、最終的には、無名化して IDを振り、疫学的な分析ができる形とす
るとともに、個人データの漏洩・人権侵害が起こらないように配慮した。住所、氏
名などの個人情報は検査データとは別々に管理し、研究への非参加を表明した対象
者については直ちにデータを破棄した。検査結果は本人に通知し、緊急治療を要す
るものに関しては適切な助言、紹介状の発行を行った。
(3)大学の倫理委員会の承認
本研究申請と同時に、滋賀医科大学倫理委員会へ当該研究の申請を行い、その承認
を得た。
